
■活用状況

区分
令和元年度～

令和6年度
令和7年度 計

令和7年度末時点の

活用率

活用額（千円） 274,315 119,335 393,650

譲与額（千円） 451,986 126,593 578,579

森林環境譲与税

（千円）

基金繰入

（千円）

企業版ふるさと納

税

（千円）

Jクレジット売払料

（千円）

その他

（千円）

私有林間伐業務

43,257 43,257 0 0 0 0

未利用材搬出支援事

業
1,932 1,932 0 0 0 0

「森林管理100％作

戦」推進事業

15,512 15,116 0 0 0 395

生活環境保全里山林

整備事業
7,301 7,301 0 0 0 0

自伐林家育成支援事

業
3,115 3,115 0 0 0 0

自伐型林業推進事業

14,410 14,410 0 0 0 0

薪ストーブ等設置促進

事業
2,500 2,500 0 0 0 0

木育用玩具支給事業

3,630 3,630 0 0 0 0

林業技術者確保対策

事業 1,900 1,900 0 0 0 0

竹粉砕機貸出事業

1,575 1,575 0 0 0 0

森林環境教育事業

742 742 0 0 0 0

Ｊクレジット新規登録

事業 3,587 3,587 0 0 0 0

木育推進事業
2,760 2,760 0 0 0

事務費 2,054 2,054 0 0 0 0

林業施設維持管理事

業
27,426 0 15,456 0 0 11,971

森林経営管理事業基

金積立金
34,120 22,714 0 10,000 1,406 0

165,821 126,593 15,456 10,000 1,406 12,366

　既存事業の継続に加えて、朝来市森林ビジョンに基づく森づくりの施策に取り組んでいきます。

こども園・保育所等の木製玩具や遊具を導入し、木育を進めています。

〇積み木115セット、木の絵本26冊

市産材の燃料材としての利活用及び木質エネルギーの地産地消、市民

の森林整備への参画機会の増加を目的に、薪ストーブ等の設置に要する

費用の一部を支援しました。

〇支援件数：6件

市内の木工業者と連携して木製玩具を作成し、新生児へ配布すること

で、木育推進、木材の普及啓発を図りました。

〇木製玩具（積み木）作成：149セット

新規就業者の増加を図ることを目的に社会保障制度掛金等の一部を支

援する。

○支援対象人数：19人

美しい里山づくりや環境保全を目的に竹林整備に取り組む団体（区、グ

ループ等）に市が購入した機械を貸し出す。

○貸出回数：14回

森林内での体験活動を通じて、森林・林業に対する理解と関心を深める

ことで、子ども達の感性を豊かにし循環型社会の構築及び地球温暖化防

止に資することを目的とする。

○実施回数３回（236人）

クレジットの販売希望者が増加しており、残数が減少している。カーボンオ

フセット提供先の存在意義は大きいため、新たなクレジットを創出する。

老朽化した林道および林道橋の修繕を行いました。

意向調査、集積計画作成、その他事業の実施に必要な事務費

後年における譲与税の弾力的な運用を図るために積み立てしました。

合　　　計

■今後の実施計画

持続可能な自伐型林業経営及び森林の公益的機能の増進を図ること

を目的に、自伐型林業グループに対して、森林整備等に要する費用の一

部を支援しました。

〇間伐面積：14.70ha、作業道開設 3,323m

朝来市における森林環境譲与税の活用について

未執行額の活用方針

68% 老朽化した林道橋の改修等、後年の大型投資に活用する予定です。

■令和７年度　活用実績（決算額）

区　分 説       　　明
事業総額

（千円）

森林経営管理法に基づき、適切な森林管理が行われていない私有林の

人工林を対象に経営管理権を取得し、間伐を実施しました。

○経営管理権集積計画作成面積：116.43㏊

○間伐面積：94.37㏊

林地残材を無くすことで、豪雨時における流木被害の軽減を図り、併せて

市内木質バイオマス発電所への材の安定的な供給を図るため、未利用

材の搬出に係る運搬費の補助を行いました。

○搬出実績：3,865t

間伐が必要な概ね26年生から60年生のスギ・ヒノキの人工林を対象とし

た造林事業の補助残（所有者負担分）を支援することで、さらなる森林

整備を推進しました。

○間伐　110.29ha、作業道開設　9,215ｍ

人命・財産の保護及び健全な居住環境の確保並びに適切な里山林の

維持管理に資することを目的に、危険木や放置竹林の伐採に要する費

用の一部を支援しました。

〇支援件数：28件

森林所有者自らが所有森林を整備することで、適正な森林に誘導し、公

益的機能の向上を図るための意識醸成や技術支援を行いました。

〇体験研修開催：3回（6日）

○実践研修：3回（6日）


